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株式会社エイチ・アイ・エス（本社：東京都新宿区 代表取締役社長：平林朗 以下 H.I.S.）では、東北三陸海岸を走る 
「東北レストラン鉄道」 TOHOKU EMOTION を利用した 3 コースの販売を開始しました。 

昨今では、列車を単なる交通手段としてではなく、列車での移動空間を楽しみにされ旅の目的とされる方が多くなっております。 
今回利用する「東北レストラン鉄道」 TOHOKU EMOTION は、外観は、北陸新幹線 E7 系のデザイン監修をした KEN 
OKUYAMA DESIGN の奥山清行氏が「デザイン、食、アート」をコンセプトに列車自体をキャンバスに見立て「移動するレストラン」をデ
ザインし、インテリアデザインは INTENTIONALLIES の鄭 秀和氏が随所に東北各地の伝統工芸をモチーフにしたインテリアを。その他、
オリジナルの BGM、車内アートなど各ジャンルのスペシャリストがプロジェクトメンバーとして担当した五感を魅了する鉄道です。 

  

＼クリスマスイヴに特別列車が三陸海岸を走る／ 
「東北レストラン鉄道」 TOHOKU EMOTION は、2013 年 10 月の運行開始以来、人気が衰える 

事がなく、青森・八戸～久慈駅間を片道約 2 時間かけて運行しています。車内の壁面ファブリックには、 
布地に糸で幾何学模様等の図柄を刺繍して縫いこむ福島の「刺子織（さしこおり）」、ライブキッチン 
スペースには、青森の「こぎん刺し」、カウンター壁面は岩手「南部鉄」など東北各地の伝統工芸をモチーフ 
としたインテリアを施す空間でお客様をお迎えします。仕切りのある最大 4 名 1 室の個室を 7 つご用意 
したコンパートメント個室車両と 2 名様・4 名様席をご用意したオープンダイニング車両よりお選びいただけます。 
八戸→久慈の区間（往路）では、パークハイアット東京「ニューヨークグリル」料理長やハイアットリージェンシー 
京都の総料理長の経て、現在表参道「TWO ROOMS GRILL BAR」等の人気店を手掛けるシェフ 
ディレクターとして活躍しているマシュー・クラブ氏が監修します。 
東北の食材をふんだんに使ったメニューがライブキッチンから運ばれ、目の前を流れる三陸の海を眺めながら 
お楽しみいただけます。 

久慈駅到着後は、自由時間となります。久慈駅周辺は、2013 年の朝の連続テレビ小説の舞台ともなり、今尚、多くの観光客で賑
わっております。観光をお楽しみいただいた後に、久慈→八戸の区間（復路）では、デザートブッフェをご用意しアフターヌーンティをお楽
しみいただけます。2015 年 12 月 24 日（木）のクリスマス前日に、「東北レストラン鉄道」 TOHOKU EMOTION にご乗車頂き、
宿泊は、青森・八戸市内泊、岩手・盛岡市内泊、岩手・鴬宿温泉泊の 3 コースをご用意しております。クリスマスの思い出とともに、 
新しい列車の旅の魅力を感じていただければと考えております。 
 
【「東北レストラン鉄道」で過ごす素敵なひととき2日間】 
■旅行代金：49,900円 
■旅行代金に含まれるもの：往復JR代金（東北新幹線『はやぶさ号』普通車指定席 ※東京⇔八戸） 
ホテル1泊（朝食付き）、 
「TOHOKU EMOTION」八戸⇔久慈 乗車代金（コースランチ・デザートブッフェ代含む） 
■ご出発日：2015 年12 月23 日（水）・24日（木）出発 （それぞれ1泊2日）  
■利用交通機関：JR／東北新幹線 ■宿泊ホテル（青森県／八戸ワシントンホテル） 
■食事：朝1 回、昼1■添乗員：なし 
※この他に岩手・盛岡市内泊、岩手・鴬宿温泉泊をご用意しております。この2コースに関しては、東京⇔盛岡 
の往復新幹線のため、 盛岡⇔八戸の区間の乗車券はお客様ご負担となりご自身でご用意いただくこととなります。 
URL：http://nippon.his-j.com/tour_detail/TK-FHX1224-XMAS2/ 
【旅行企画・実施 株式会社 日本旅行 ／販売：株式会社 エイチ・アイ・エス】 

 

～クリスマスまであと 3 カ月！先着 48 名様限定～  
クリスマスイヴに特別列車が三陸海岸を走る 

話題の『東北レストラン鉄道』 TOHOKU EMOTION に酔いしれる旅 
 

本件に関するお客様からのお問い合わせ先 

株式会社 エイチ・アイ・エス東日本地区の各営業所へ （営業所案内：http://www.his-j.com/branch/main.htm）  

本件に関するマスコミからのお問い合わせ先  

株式会社 エイチ・アイ・エス 東日本地区 広報担当 ： 高司 （タカジ） TEL：03-5908-2346  

（列車内イメージ） 


